
2021年4月1日

ヘルスケアAXの推進について

令和８年８月５日
厚 生 労 働 省

資料１



Ⅱ．17の戦略分野における官民投資の促進
２．62の主要な製品・技術等の官民投資ロードマップの実行

（１）ＡＩ・半導体

①フィジカルＡＩ（特にＡＩロボット） 

ⅰ）重要性

フィジカルＡＩの重要性が高まる中、ＡＩをロボットに実装したＡＩロボットを中心に市場が拡大し、2040年に約
60兆円に達するとの予測もある。構造的人手不足の解消を通じて供給ボトルネックの解消に貢献することが期待され
る中で、産業競争力や経済安全保障の観点から、国内の生産・技術基盤の確保が急務である。

ⅱ）勝ち筋・方向性

製造業等の豊富なデータや産業ロボット等の技術基盤をいかし、ロボット・主要部品・ＡＩモデルの開発を進めるとと
もに、注力産業を特定して潜在需要を顕在化させることで国内市場を創出し、国内の生産・技術基盤の構築につな
げる。

ⅲ）主な目標

・ＡＩロボットについて2040年に世界シェア３割超、20兆円の市場獲得を目指す。

ⅳ）主な施策
・国産フィジカルＡＩモデル開発やデータ整備等を通じたロボット基盤モデルの開発能力強化や、ロボットOEMの育成、

重要部品の設計・製造能力強化に取り組む。
・ 市場規模、ニーズ等を踏まえ選定した18分野1の導入目標と支援策を整理した「ＡＩロボティクス実装ロードマップ」
に基づき、必要な支援や制度見直しを実施する。また、ロボットを導入し、データ収集、検証、標準化、人材育成を
同時に進める社会実装のハブとなるＡＩロボティクスのCenter of Excellenceを創設する。 
１ 製造業（多品種少量生産）、造船、物流（倉庫・輸配送）、建設・土木、建築、インフラ保守、小売、宿泊業、飲食・食品製造業、
医療、介護、警備業、農業、林業、廃棄物処理業、災害対応、警察活動、防衛。

日本成長戦略（抄） 令和 8 年 7 月 2 1 日閣議決定
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Ⅱ．17の戦略分野における官民投資の促進
２．62の主要な製品・技術等の官民投資ロードマップの実行

（１）ＡＩ・半導体

③バーティカルＡＩ（領域特化型ＡＩ）

ⅰ）重要性
バーティカルＡＩの国内市場は2030年に約３兆円との予測もある。現場知見をデータとして集積しＡＩに活用する

ことで独自の価値創出が可能であり、エージェント型ＡＩの浸透や経営改革による付加価値創出も期待される。バー
ティカルＡＩの活用はフィジカルＡＩの開発利用にもつながる。一方で、他国への過度な依存は、データの海外流出
やデジタル赤字拡大に直結するため、自律性の確保が急務である。

ⅱ）勝ち筋・方向性

重点領域2の領域別戦略を策定し、人材を含めＡＩ基盤や研究開発・実証への集中投資と、政府調達や制度改
革による初期需要創出を一体的に推進する。各領域でのＡＸ推進、ＡＩの導入と開発の好循環を進め、バーティカ
ルＡＩの中核拠点となる。

ⅲ）主な目標
・2030年に世界で５兆円以上のバーティカルＡＩ市場の獲得を目指す。

ⅳ）主な施策
・バーティカルＡＩの導入・開発・利用を支えるＡＩ基盤の整備、研究開発、実証、データ創出を進める。AI for 
Scienceの推進、研究開発の担い手や実装人材の育成・確保、世界から優秀な「知」が集まる機能の創設に取り組む。
中小企業や地域のＡＸも促進し、政府の率先導入と制度改革により、初期需要を創出する。
・AISIの機能強化や偽・誤情報対策などＡＩリスクへの包括的対応を強化する。知財・標準化戦略やODA等による
同志国・グローバルサウス等との連携を推進する。

2 市場性の観点からは製造、物流・交通、情報通信、金融、創薬を、公共性の観点からは医療・介護・福祉、農林水産、建設、教育、行政、エネルギーを、

戦略性の観点からは防衛、警察、防災、消防、サイバー、海洋、宇宙、科学研究を領域として選定した。

日本成長戦略（抄） 令和 8 年 7 月 2 1 日閣議決定
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（11）創薬・先端医療

①ファーストインクラス38製品*1 ・ベストインクラ39ス製品（医薬品、再生医療等製品）

ⅰ）重要性
世界の医薬品市場は2022年に約200兆円の規模であり、ファーストインクラス製品・ベストインクラス製品を含む特許
品の世界市場は年平均9.6％で拡大している。同製品の供給確保を通じ、治療法が未確立の疾病にも対処すること
は、国民の健康の維持や健康医療安全保障の実現に直結する。

ⅱ）勝ち筋・方向性
基礎研究力や高品質な治験の強みをいかし、実用化を担う人材の育成や、スタートアップ・国際共同治験における
資金・制度面の課題解消を図り、創薬シーズ創出から実用化まで一気通貫で進める環境を整備し、「世界直行型」
の開発を実現する。

ⅲ）主な目標
・我が国の医薬品市場の魅力度向上に向け、我が国の特許品の市場規模について、特許品の世界の成長に比肩す
る成長を目指す。
・我が国企業の特許品市場規模について、世界市場と同水準の成長の実現を目指す。

ⅳ）主な施策
・実用化を担う人材の育成や流動化を支援する。カーブアウトシーズの活用や投資の呼び込み、製薬企業とのM&A
支援など、スタートアップ支援を強化する。
・免疫・再生医療等の基礎研究力強化、国際水準の治験実施体制整備、AMEDによる大学と製薬企業との橋渡
し・実用化推進、難病・希少疾患領域の支援、ＡＩやデータ利活用による研究開発プロセスの高度化・効率化、新
薬の国際展開を図る。
・患者アクセスの改善に向け革新的新薬のイノベーションの更なる評価を検討する。 

38 全く新しい作用で世界で初めて承認されるもの。

39 同じ作用の製品の中で有用性が最も優れるもの。

日本成長戦略（抄） 令和 8 年 7 月 2 1 日閣議決定
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参 考 資 料
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デジタル社会の実現に向けた重点計画
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令和8年7月21日閣議決定
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人工知能基本計画・バーティカルAI領域別戦略
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◎急伸するエージェント型ＡＩに適応し、計算資源や電力から、制度・政策まで日本のＡＩ実装能力を抜本強化
◎ＡＩを前提として意思決定や業務の進め方を根底から見直す「ＡＩトランスフォーメーション」（ＡＸ）を推進
◎人が人として創造すべき価値を探求し、「人間力」を増進しながら、「人とＡＩが協働する社会」を率先して実現
◎「信頼できるＡＩ」で社会全体を駆動し、課題解決と国力強化を探求、日本独自の価値を創出

第Ⅱ期人工知能基本計画（概要）
～日本ＡＸ、より強く、より豊かに～

１．ＡＩ利活用の加速的推進 「ＡＩを使う」 ：エージェント型ＡＩ等の積極適用、政府における率先導入

２．ＡＩ開発力の戦略的強化 「ＡＩを創る」 ：ＡＩ実装能力を高め、「ＡＩ主権」を確保する

⚫ 政府・自治体でのＡＩの徹底した利活用 ガバメントＡＩ「源内」の進化と普及、地方の伸び代を成長に転換（地域ＡⅩ）

⚫ ＡＩ利活用促進による社会課題解決、新事業創出 バーティカルＡＩ・フィジカルＡＩ中心に社会実装加速

⚫ データ戦略、更なるＡＩ利活用に向けた仕組みづくり 政府・準公共・産業分野でデータ連携基盤構築

⚫ ＡＩ研究開発・利用基盤の拡充・高度化 国家基盤として計算資源やデータ、安定した電力供給を確保

⚫ 日本国内のＡＩ開発力の強化 データセット創出、内外トップ人材確保、モデル開発高度化、評価基盤・テストベッド整備

⚫ 信頼できるＡＩ基盤モデル等の開発 日本の文化等を踏まえたＡＩ開発・評価、マルチモーダル基盤モデル開発推進

⚫ 日本の勝ち筋の追求 バーティカルＡＩ（領域別戦略）、フィジカルＡＩ（ＡＩロボティクス、自動運転）、AI for Science

３．ＡＩガバナンスの主導 「ＡＩの信頼性を高める」 ：ＡＩエコシステムにおける「信頼」の構築で世界をリード

⚫ 責任あるアジャイル・ガバナンスの実現 AI法を含めた制度等の能動的かつ不断の見直し、Project YATA-Shield

⚫ ＡＳＥＡＮ等グローバルサウス諸国を含めた国際協調 AISI機能強化、信頼できるＡＩ共創に向けＡＩサミットの早期日本開催

４．ＡＩ社会に向けた継続的変革 「ＡＩと協働する」 ：人が意思決定への責任を持ちながら、ＡＸで日本を駆動
⚫ ＡＩを前提とした産業構造・雇用環境の構築 中小企業、地方含むＡⅩ推進（取組可視化等）、雇用への影響を調査研究

⚫ ＡＩ社会における制度・枠組みの検討・実証 規制・制度改革、人とＡＩの責任関係、知財保護・利活用につながる透明性確保

⚫ ＡＩ時代の人材の育成・確保 ＡＩ実装人材育成・確保、全ての国民のＡＩに関するリテラシー向上、リ・スキリング支援

⚫ ＡＩ時代における人間力の向上 創造力、批判的思考、判断責任など人間力向上、人とＡＩの役割分担の探究

⚫ イノベーション促進とリスク対応の両立
⚫ アジャイル（柔軟かつ迅速）な対応

本基本計画は当面毎年変更、適切なベンチマーク（KPI等）を設定しモニタリング

４つの原則

４つの基本的な方針に基づく施策

基本構想

⚫ 挑戦と学習

⚫ 内外一体での政策推進

利活用
と

技術革新
の

好循環

政府一丸でAX推進に必要な体制を構築、あらゆる制度や運用を先導見直し

令和8年7月14日閣議決定
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◼ ＡＩ技術の進展

• ＡＩは業務を支援するツールから、意思決定・実行を担う主体へと進化。
• エージェント型ＡＩが急速に伸長、世界各国で、産業・安全保障含めた広範な分野で業務全体を自律的に回す基盤に。
• エージェント型ＡＩをいかに社会に実装していくのか、その在り方は経済力、防衛力、技術力といった国力に直結。

◼ 我が国の現状と課題

• 世界では、エージェント型ＡＩを始め先端技術に関する利活用と開発がますます加速。
• 日本でも、現場実務でのＡＩ利活用は加速、開発投資も伸長しているが、組織全体や中小企業、地域での活用に課題。
• 計算資源、電力、人材、データ、制御・管理や制度・政策まで、総体としてのＡＩ実装能力強化が必要。

◼ 日本の勝ち筋

• 我が国が持つ現場の力をＡＩの実装能力としていくために、「バーティカルＡＩ」、「フィジカルＡＩ」にＡＩ戦略の重点を置
き、我が国の課題を解決、独自の価値を生み、世界の課題解決にも寄与。

• ＡＩエコシステム全体の中で、戦略的自律性及び戦略的不可欠性を確保し、開かれた「ＡＩ主権」を確立。同志国等と
連携しつつ、戦略的領域において自律性を強化し、耐遮断性・運用能力を確保。現場やハードウェアの力で優位性を創出。

• 産業や行政、国民生活の課題を解決、国力を強化するため、あらゆる組織で、ＡＩを前提として意思決定や業務の進め
方を見直す「ＡＩトランスフォーメーション（AX）」を推進。

◼ 複雑化・深刻化するリスクへの対応

• ＡＩがもたらすリスクは、エージェント型ＡＩを始め技術革新が進む中で、複雑化かつ深刻化。
• ＡＩ法等の「制度による対応」に加え、「技術による対応」、「組織管理による対応」に統合的に取り組みながら、「信頼でき

るＡＩ」体現のため、「責任あるアジャイル・ガバナンス」に能動的に取り組む。

◼ 社会全体でのＡＸに向けて

• 制度や政策についてＡＩを前提として再構築することを含めてＡＩの実装能力を抜本的に強化し、エージェント型ＡＩに
ついても日本の「信頼性」を再現する。

• 人と社会との関係を再定義し、判断責任を始め人が創造すべき価値は何かを探究、人が人として生きるための社会の枠
組みの構築や「人間力」の増進に率先して取り組む。

• 「信頼できるＡＩ」で日本を駆動するＡＸに社会を挙げて取り組む。

（参考）基本構想
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バーティカルＡＩ領域別戦略 中間とりまとめ（概要）

１．市場性を有する領域別戦略：産業構造改革、競争力のあるＡＩシステムの創出、海外展開の推進
⚫ 製造領域：ＡＩロボティクスや工場等の自動制御ＡＩに貢献するマルチモーダル基盤モデルの開発とデータ連携手法の確立
⚫ 造船領域：溶接、塗装、曲げ加工等の造船の主要工程を自動化するＡＩ生産技術システム等の開発・導入
⚫ 物流・交通領域：物流領域特化モデルの開発と運行管理・遠隔監視・情報管理等に資するデータエコシステムの確立
⚫ 情報通信領域：通信インフラ等の現場データを連携・活用するバーティカルＡＩと、ＡＩを支える通信基盤等の整備
⚫ 金融領域：エージェント型ＡＩやブロックチェーン等を活用した金融ユースケースの創出・横展開の推進
⚫ 創薬領域：基礎研究から臨床研究、製造工程開発等の創薬の迅速化・高度化に必要なＡＩ駆動型共用自律ラボ等の整備・運用

２．公共性のある領域別戦略：ＡＩで人手不足を解消、我が国の供給力の維持
⚫ 医療・介護・福祉領域：看護記録等の文書作成や福祉相談業務の支援等の現場の負担軽減のためのＡＩ開発普及
⚫ 農林水産領域：農林水産・食品産業の生産性向上のためのＡＩ開発・実装、データエコシステムの構築・開発基盤整備
⚫ 建設領域：建設機械等の協調領域のデータセット構築とフィジカルＡＩへの活用による建設施工の自動化・省人化の推進
⚫ 教育領域：深い学び、多様な児童生徒への対応、教師の働き方改革を実現するためのＡＩの実装・データ整備
⚫ 行政領域：ガバメントＡＩを通じたＡＩネイティブな業務プロセスへの変革とＡＩ自律性確保、行政データの機械可読性確保
⚫ エネルギー領域：災害対応や設備巡視・点検、系統運用等の協調領域におけるＡＩ活用に係る業界内連携の推進

⚫ 防衛領域：防衛力強化の観点から、データ基盤の強化やＡＩ実装を進め、迅速かつ的確な意思決定を実現
⚫ 警察領域：匿名・流動型犯罪グループによる犯罪をはじめ、様々な治安課題への対処等のためのＡＩ基盤の整備・運用
⚫ 防災領域：被災者一人一人に寄り添った支援や応急対応・復旧対策等の方針決定・遂行支援へのＡＩ活用の推進
⚫ 消防領域：災害現場等の状況を即座に分析し、迅速・的確な判断をＡＩが支援するための研究開発等の推進
⚫ サイバー領域：「Project YATA-Shield」の推進、制御系システム等におけるサイバーセキュリティ対策強化
⚫ 海洋領域：海洋における異常兆候の自動検知やリスク判断を行える領域特化のＡＩ開発・実装
⚫ 宇宙領域：地上局を含む宇宙機システム全体の運用を最適化・効率化等、宇宙分野におけるＡＩ活用の推進
⚫ 科学研究領域： AI for Scienceの波及や国際・産学連携研究の推進、データ共有強化と研究インフラの一体的構築

領域設定の考え方

３．戦略性のある領域別戦略：特定の国や企業への過度な依存を解消

官民の限られたリソースを戦略的に投資し、効果を最大化することで、社会全体のＡＸを実現

市場性：現場力のデータ化・集積と領域特化型基盤モデルの開発・実装により、産業構造改革と国際競争力を強化
公共性：官民連携による、ＡＩの徹底活用を通じて、業務の効率化・負担軽減、サービスの質の向上を実現
戦略性：計算資源、データプラットフォーム、モデル、アプリ等の自律性確保により、耐遮断性と運用能力を強化

ＡＩ実装能力を共有する観点から、現場記録作成や意思決定支援へのＡＩ活用、ＡＩ・データ基盤の開発や実装、担い手育成を省庁横断で加速11



経済財政運営と改革の基本方針2026
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第３章 責任ある積極財政に基づく「中長期経済財政計画」

２．全世代型社会保障の構築

（２）成長型経済に合わせた持続可能な社会保障制度

（創薬・先端医療イノベーション）

・・・ 全ゲノム解析やｉＰＳ細胞等を活用した再生・細胞医療・遺伝子治療、免疫治療、小児・希少疾病用医薬

品やRI、薬剤耐性菌を含む感染症対応の医薬品等の研究開発・生産等とともに、創薬・医療機器開発・診断への

ＡＩ利活用を推進する。

・・・
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